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論 文 内 容 の 要 旨

 目的

 髄膜腫は良性腫瘍であるにも関わらず，40～50％に

腫瘍周囲の脳浮腫を伴い，その有無は臨床上重要な事

項のひとつである．しかし，その浮腫の発生機序につ

いては十分に解明されているとは言えない．本研究で

は，髄膜腫の組織学的所見と脳浮腫発生との関連を検

討した．また，これまでほとんど検討が加えられてい

ない髄膜腫と脳組織との接触面を組織学的に検索し，

脳浮腫発生の機序を考察した．「

 対象および方法

 過去8年間に著者の経験した頭蓋内髄膜腫のうち適

切なCT像の得られている39例を対象とした．多発性

および再発髄膜腫は対象から除外した．CT像では，

（1）腫瘍の局在部位，（2）腫瘍の大きさ（3次元的計

測における最大径），（3）腫瘍周囲の脳浮腫の有無を検

討した．

 病理組織学的には摘出腫瘍を可能な限り全体にわた

り光顕的に観察した．hematoxylin－eosin染色，銀染色

などのほかに，免疫組織化学的検索として，LCA（leu・

kocyte common antigen）とGFAP（glial fibrillary

acidic protein）に対する抗体を用いてPAP法にて検

討し，髄膜腫のsubtypeをWHO分類に従い決定し

た．また，腫瘍辺縁部のvascularity，リンパ球浸潤，

GFAPの存在，腫瘍の硬膜浸潤などについて調べ，脳

浮腫発生との関連について検討した．

 腫瘍辺縁部を光顕的に観察し，脳組織の付着の有無

を調べ，脳皮質構造の破壊と脳浮腫の発生との関連に

ついて検討した．

 結果

 1）腫瘍の大きさと脳浮腫の発生との間には相関が

みられた（p＜0．01）．すなわち，脳浮腫は腫瘍が小さ

いほど発生しにくく，逆に腫瘍が大きいほど発生しや

すい．

 2）腫瘍の局在部位と脳浮腫の発生との間に推計学

的に明らかな相関はみられなかった．しかし，鞍結節

および脳室内髄膜腫など，広く髄液腔に接したもので

は脳浮腫が発生しにくい傾向がみられた．

 骨膜腫のsubtypeでは， meningotheliomatous type

で脳浮腫を伴いやすい傾向がみられた．

 4）組織学的には，腫瘍の硬膜浸潤の強いもので脳浮

腫を伴いやすかった．しかし，腫瘍辺縁部のvascロ1ar・

ity，リンパ球浸潤， GFAPの存在などと脳浮腫の発生

とのあいだには推計学的に明らかな相関はみられな

かった．

 5）摘出腫瘍の辺縁に脳組織が癒着し，くも膜，軟膜，

脳皮質などの破壊のみられるものでは脳浮腫を伴うも

のが有意に多かった（p＜0．05）．

 結論

 髄膜腫に伴う脳浮腫の有無は主としてmechanical

factorにより説明しうると考えられた．すなわち，腫

瘍が大きく，かつ，腫瘍によるくも膜，軟膜，脳皮質

の破壊がみられるものに脳浮腫が伴いやすい．本来，

浮腫液の移動を抑える作用のあるこれらの脳の表層構

造が破壊されることにより，脳浮腫が発生しやすくな

るものと考えられる．
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                論 文 審 査 の 要 旨

 髄膜腫に伴う腫瘍周囲の浮腫は，外科的治療に際して考慮すべき重要な事項であるが，その発生機序の解明

は必ずしも充分でない．本論文は，画像診断，手術所見ならびに組織病理所見の検討により，髄膜腫に伴う浮

腫は，その局在部位とは関連せず，腫瘍の大きさと有意に相関し，くも膜，軟膜および脳皮質の癒着破壊のあ

る場合に著しいことを初めて明らかにしたもので，学術上価値ある論文である．
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